
（1）     2016年 03月 05日                 横田基地問題を考える会ニュース        No.27 

２月１２日 参議院議員会館 ６団体代表が署名提出 

「
配
備
反
対
す
る
署
名 

一
万
八
千
名
を
提
出
」 

 

２
月
１
２
日
に
「
横
田
基
地

問
題
を
考
え
る
会
」「
横
田
基

地
の
撤
去
を
求
め
る
西
多
摩

の
会
」「
横
田
基
地
市
民
交
流

集
会
実
行
委
員
会
」「
第
２
次

横
田
基
地
公
害
訴
訟
原
告
団
」

「
第
九
次
横
田
基
地

公
害
訴
訟
原
告
団
」

「
横
田
基
地
被
害
を

な
く
す
会
」
の
６
者
と

嘉
手
納
・
普
天
間
・
小

松
・
岩
国
・
厚
木
な
ど

の
代
表
な
ど
４
１
名
が
参
加

し
て
、
参
議
院
議
員
会
館
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

最
初
に
署
名
一
万
八
千
名

を
６
者
か
ら
政
府
に
提
出
し

ま
し
た
。 

そ
の
上
で
、
Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
を
撤
回
す
る

こ
と
、
環
境
レ
ビ
ュ
ー
が
簡

単
で
、
ど
の
よ
う
な
訓
練
を

す
る
か
明
ら
か
で
な
い
、
オ

ス
プ
レ
イ
が
墜
落
す
る
危
険

が
あ
り
、
住
民
の
安
全
が
守

れ
な
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。 

政
府
側
は
「
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
は
わ
が
国
の
安
全
保
障

に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
の
で

配
備
の
見
直
し
は
し
な
い
」

「
環
境
レ
ビ
ュ
ー
は
米
軍
が

作
成
し
た
も
の
で
、
我
々
は

承
知
し
て
い
な
い
」
と
し
か

答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

沖
縄
の
代
表
が
「
普
天
間
で

は
基
地
の
外
で
は
ヘ
リ
モ
ー

ド
で
の
飛
行
は
し
な
い
、
人

口
密
集
地
の
上
空
は
飛
行
し

な
い
、
と
い
っ
た
日
米
合
意

は
全
く
守
ら
れ
て
い
な
い
。

日
米
合
意
を
守
ら
せ
る
た
め

に
ど
う
い
う
折
衝
を
し
て
い

る
の
か
」
と
指
摘
し
た
の
に
、

一
切
言
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 「
住
民
の
安
全
は
無
視 

ど
こ
の
国
の
役
人
か
疑
う
」 

 

横
田
基
地
周
辺
は
住
宅
密

集
地
で
あ
り
、
更
に
多
く

の
学
校
や
保
育
園
が
あ

り
、
万
一
墜
落
し
た
ら
多

く
の
住
民
が
被
害
を
受
け

る
、
と
い
っ
た
指
摘
に
も

一
切
言
及
し
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

「
１
９
７
６
年
以
来

の
騒
音
訴
訟
で
住
民
の
騒

音
被
害
を
と
政
府
の
責
任

を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
な

の
に
、
政
府
は
何
の
対
策

も
と
っ
て
こ
な
か
っ
た
」

と
厳
し
く
指
摘
し
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ

レ
イ
は
特
殊
部
隊
４
３
０
名

の
配
備
を
伴
う
。
海
兵
隊
を

運
ぶ
Ｍ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ

よ
り
も
更
に
危
険
な
の
で
は

な
い
か
？
と
い
う
指
摘
も
全

く
無
視
し
ま
し
た
。 

出
席
し
て
い
る
役
人
は
日

本
の
人
な
の
か
ア
メ
リ
カ
の

人
な
の
か
と
疑
い
ま
し
た
。 

こ
の
要
請
に
は
、
社
民
党
の

福
島
瑞
穂
議
員
の
秘
書
・
共

産
党
の
宮
本
徹
議
員
の
秘

書
・
吉
良
よ
し
子
議
員
の
秘

書
が
同
席
し
ま
し
た
。 

 
 

オ
ス
プ
レ
イ
横
田
配
備
反
対
連
絡
会 

防
衛
省
・
外
務
省
に
要
請 
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1 月 15 日 沖縄県名護市役所 左から大沢氏 星野氏 土屋氏 

 

「
沖
縄
本
島
縦
断
駆 

け
巡
り
」 

（
二
〇
一
六
．
一
．
一
五
～
一
七
） 

 

 

「
砂
川
闘
争
６
０

周
年
の
つ
ど
い
実

行
委
員
」
の
お
二
人

「
日
の
君
裁
判
」
共

同
代
表
星
野
直
之

氏
、
立
川
市
議
大
沢

豊
氏
と
「
伊
達
判
決

を
生
か
す
会
」
共
同

代
表
土
屋
源
太
郎

氏
が
前
記
集
会
で

得
ら
れ
た
浄
財
を

持
っ
て
沖
縄
へ
来

ら
れ
た
。
三
氏
は
基

地
撤
去
や
新
基
地

建
設
阻
止
の
運
動

を
行
っ
て
い
る
団

体
等
に
浄
財
を
カ

ン
パ
し
、
連
帯
の
挨

拶
を
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
道
案
内
を

依
頼
さ
れ
た
小
生

は
沖
縄
の
知
人
、
医

療
生
協
理
事
の
仲
本
政
幸
氏

と
二
人
し
て
那
覇
空
港
で
三

氏
を
待
ち
受
け
た
。
三
氏
と

は
正
午
少
し
前
に
ロ
ビ
ー
で

出
会
っ
た
。
食
事
時
の
那
覇

市
は
渋
滞
が
予
測
さ
れ
る
と

仲
本
氏
の
運
転
す
る
車

で
高
速
へ
急
い
だ
。
昼

食
は
高
速
の
休
息
所
で
ゆ
っ

く
り
す
ま
し
た
が
、
名
護
市

役
所
で
の
会
議
ま
で
は
二
時

間
ほ
ど
あ
っ
た
。
仲
本
氏
に

全
て
を
ゆ
だ
ね
る
。
氏
は
高

速
を
途
中
で
降
り
シ
ュ
ワ
ブ

正
門
経
由
で
二
見
集
落
を
抜

け
る
。
二
見
集
落
は
沖
縄
戦

の
鉄
の
暴
風
か
ら
逃
げ
て
き

た
中
南
部
の
県
民
を
労
り
、

面
倒
を
見
た
集
落
で
唄
「
二

見
情
話
」
で
知
ら
れ
る
。
仲
本

氏
の
説
明
に
心
を
打
た
れ
な

が
ら
、
早
咲
き
の
桜
（
沖
縄
だ

け
の
寒
桜
）
を
見
、
名
護
市
役

所
へ
着
く
。 

市
役
所
で
は
広
報
渉
外
課

長
と
同
課
基
地
対
策
係
長
の

話
を
聞
く
。 

キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
の
廃

弾
処
理
の
状
況
や
辺
野
古
新

基
地
は
強
襲
揚
陸
船
が
停
泊

で
き
る
大
型
埠
頭
設
備
を
持

つ
軍
港
で
あ
る
と
い
う
率
直

な
発
言
に
当
方
驚
き
な
が
ら

聞
き
入
っ
た
。
公
務
員
の
こ

れ
ほ
ど
の
正
直
さ
に
は
出
会

っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ

ろ
う
。 

 

仲
本
氏
の
提
案
で
帰
路
、

途
中
の
嘉
手
納
基
地
見
学
と

宜
野
湾
市
長
選
挙
の
決
起
集

会
参
加
が
決
ま
っ
た
、
強
行

軍
。
早
朝
に
東
京
を
出
た
三

氏
が
喜
ん
だ
。
特
に
八
十
二

歳
の
土
屋
氏
が
喜
色
満
面
で

あ
る
の
に
は
驚
い
た
。
疲
れ

て
い
な
い
の
か
な
と
心
配
に

な
る
ほ
ど
で
あ
る
。
会
場
は

定
員
オ
ー
バ
ー
の
熱
気
む
ん

む
ん
の
状
態
で
あ
っ
た
。 

 

翌
日
は
県
庁
前
か
ら
「
島

ぐ
る
み
会
議
」
が
準
備
し
た

辺
野
古
バ
ス
で
行
き
座
り
込

み
の
連
帯
。
土
屋
氏
は
暴
力

機
動
隊
の
牛
蒡
抜
き
に
も
動

じ
な
い
。
何
処
ま
で
元
気
な

の
だ
、
こ
の
老
人
は
。
辺
野
古

浜
へ
行
っ
て
辺
野
古
基
金
安

次
冨
浩
副
議
長
に
カ
ン
パ
を

手
渡
す
。 

 

最
終
日
、
残
念
な
こ
と
に

雨
。
普
天
間
基
地
・
野
嵩
口
近

く
の
志
村
選
対
事
務
所
へ
行

っ
て
照
屋
寛
徳
代
議
士
、
新

垣
清
涼
県
議
、
伊
波
洋
一
元

宜
野
湾
市
長
に
挨
拶
を
し
、

カ
ン
パ
金
を
渡
す
。 

 

残
念
な
が
ら
市
長
選
に
は

負
け
た
が
、
沖
縄
県
民
の
腰

は
折
れ
て
は
い
な
い
。
一
番

大
き
な
原
因
は
電
通
が
作
っ

た
佐
喜
眞
敦
氏
の
「
宜
野
湾

市
か
ら
金
網
を
取
っ
ぱ
ず
す
」

と
い
う
辺
野
古
論
点
外
し
に

あ
っ
た
こ
と
を
み
ん
な
が
知

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
参

院
選
に
は
絶
対
勝
つ
。 

（
冨
久 

亮
輔
） 

基地撤去や新基地建設阻止 

の運動に浄財をカンパ 
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「
公
明
党
を
応
援
し
て 

き
て
申
し
訳
な
い
！
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

２
月
１
１
日
、
百
里
基
地

の
初
午
祭
り
に
横
田
基
地

問
題
を
考
え
る
会
か
ら
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

航
空
自
衛
隊
百

里
基
地
に
土
地
を

売
ら
な
か
っ
た
た

め
、
誘
導
路
が
「
く
」

の
字
に
曲
が
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
部
分
に
平
和

公
園
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
祭
り
に
東

京
か
ら
４
０
名
が
、

全
体
で
４
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

百
里
基
地
弁
護
団

の
内
藤
弁
護
士
も

同
じ
バ
ス
で
、「
戦

後
、
基
地
跡
地
を

開
拓
し
て
農

業

が

始

ま

り
、
そ
の
土

地
を
再
び
戦

争
の
た
め
に

奪
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た

歴

史

に

触

れ
、
今
関
東

の
出
撃
基
地

群
の
一
つ
に

な
ろ
う
と
し

て
い
る
」
と

指
摘
。 

 

こ
の
祭
り
の
リ
レ
ー
ト

ー
ク
で
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
安
倍
政
権
を
許
さ
な
い

拳
の
マ
ー
ク
と
、
Ｎ
Ｏ
！
Ｗ

Ａ
Ｒ
！
の
文
字
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の

文
字
を
書
い
た
三
色
旗
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
創

価
学
会
員
の
夫
婦
の
発
言

だ
っ
た
。『
「
公
明
党
は
元
々

平
和
を
守
る
と
言
っ
て
き

た
。
な
の
に
今
回
戦
争
法
を

自
民
党
と
一
緒
に
成
立
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と

訊
ね
た
が
県
議
は
「
日
米
同

盟
が
大
事
だ
」
と
し
か
答
え

て
く
れ
な
い
。
最
後
に
「
公

明
党
を
応
援
し
て
き
て
申

し
訳
な
い
！
こ
れ
ま
で
お

願
い
し
て
き
た
人
々
に
野

党
は
共
闘
し
な
け
れ
ば
！

と
訴
え
て
い
ま
す
」
』
と
発

言
し
ま
し
た
。 

平
和
の
た
め
な
ら
思
想
信

条
を
超
え
て
力
を
合
わ
せ

ら
れ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。 

 

現
地
の
皆
さ
ん
が
作
っ

た
赤
飯
・
甘
酒
な
ど
大
変
美

味
し
く
店
も
に
ぎ
や
か
で
、

楽
し
い
一
日
だ
っ
た
。
来
年

も
参
加
し
た
い
。 

（
小
玉 

博
美
） 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の 

オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
率 

想
像
を
超
え
る
件
数 

 

米
海
軍
安
全
セ
ン
タ
ー
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
海
兵

隊
航
空
機
に
関
す
る
事
故
報

告
書
を
公
開
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
オ
ス
プ
レ
イ
は
７
２
３

時
間
の
飛
行
で
８
件
の
事
故

で
９
０
時
間
の
飛
行
で
１
件

の
事
故
で
、
ヘ
リ
Ｕ
Ｈ
１
Ｙ
は
、

１
万
６
千
時
間
で
１
件
の
事

故
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

比
較
す
る
と
、
１
７
７
倍
の
事

故
と
な
り
ま
す
。 

 

国
防
研
究
所
で
オ
ス
プ
レ

イ
の
主
任
分
析
官
を
努
め
た

リ
ボ
ロ
氏
は
「
私
は
海
兵
隊
は

長
距
離
移
動
が
要
求
さ
れ
る

特
別
な
任
務
を
除
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
の
オ
ス
プ
レ
イ
を
退

か
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

と
予
測
す
る
。
素
晴
ら
し
い
航

空
機
だ
が
、
戦
闘
下
で
は
実
用

性
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
し

ま
う
」
と
指
摘
し
た
。 

そ
の
後
、
こ
の
情
報
は
削
除

さ
れ
た
。 

 

２月 11 日 百里初午祭り(平和公園)連帯あいさつ会代表の盛岡弁護士 
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＊基地情報 

 1/2 15:47 C-40C 着陸・17：05 離陸・20:31 再着陸 

 1/4 11：38 KC-130J（海兵隊 岩国基地）離陸 

 1/5 9：00 C-40C 離陸、10：16 E-2C（米海軍 厚木基

地）タッチアンドゴー 

10：23 F/A-18E 

（米海軍 厚木基地） 

ローパス、 

10：52 KC-130J 

（米海兵隊 普天間基地）離陸、 

13：41 MH-60R（米海軍 厚木基地）パス・14：00 14：20ロ

ーパス 後 14：37 着陸 

 1/7 8：33 C-130H（空自 小牧基地）着陸、8：40 C-17A 

離陸、9：47 C-130H（空自）離陸 

 1/8 11：30 C-5A 着陸、14：58 C-17A 着陸・17：20 

離陸、15：54 C-5M 着陸 

 1/10 6：56 C-5A離陸し7：46 帰着・9：45 再離陸 

 1/11 9：13 C-146A 離陸、11：01 KC-10A 着陸 

 1/12 7：16 U-4（空自 入間基地）離陸、7：31 KC–10A 

離陸 

 1/13 8：59 C-130R（海自 厚木基地）離陸、15：54 U-4

（空自 入間基地）離陸 

 1/16 9：50 C-17A 離陸、14：00 C-20G 着陸 

 1/17 ～14：00マラソン大会、14：37 KC-10A 着陸、

14：47 C-20G 離陸 

 1/18 大型機上空でホールド、地上では必死の除雪作業、

13：05 C-17A 着陸、13：55 KC-10A 着陸、14：10 

KC-10A 着陸 

 1/20 1/20～22 人員降下訓練実施 通告 隊員2名 各1

回実施、12：28 F-22A（アラスカ州エルメンドルフ基地）4機 

着陸・KC-10A 着陸、C-130H 離陸、12：36 F-22A 4機

着陸・KC-10A 着陸 

 1/21 7：25 KC-10A 離陸、12：13 F-22A 4機着陸・

12：24 KC-10A 着陸、14：42 CH-47J（空自 入間基地）

ローパス、14：57 F/A-18E（厚木基地）着陸・17：18 離

陸、16：45 C-17A 着陸 

 1/22 1/25から1/29人員降下訓練（２４回、各１１から１

２名）の実施について防衛省（北関東防衛局）通達、7：13 

KC-10A 離陸・9：24 帰着、7：18 C-20G 離陸、9：39 

T-4（空自）着陸・12：58 離陸、15：23 F-22A 2機着

陸・KC-135T 2回 ゴーアラウンド後 16：14着陸、 

12：42 E-2C（厚木基地）着陸・15：25 離陸 

 1/23 7：36 KC-10A 離陸、8：21 C-146A 離陸、

13：57 C-5M着陸 

 1/25～29まで人員降下訓練実施通告最大288名 

6：33 C-17A 離陸、10：29 C5M 着陸、15：08 

C-5A着陸・17：54 離陸、12：16 C-17A 離陸、

13：06 F-16C（アラスカ州イールソン基地）6機着陸・

15分後KC-135R 着陸、 

 

 

 

 

 1/20～22にかけて14機飛来の F-22A １２機 離陸 

 

 

 

 

 1/26 6：42 C-5M 離陸、8：04 KC-10A 離陸、

8：07 C-17A 離陸、15：41 UC-35D 離陸、15：

42 ATLAS 着陸・18：17 移動・引き換えし・18：

32 離陸、15：56 KC-10A 着陸、16：08 KC-135R 

離陸、15：59 F-22A Raptor 2機離陸、16：13 

F-16C 6機離陸 

 1/27 7：29 KC-10A 離陸、16：00 UH-60L（米陸

軍 キャンプ座間）ローパス、16：25 C-5M 離陸 

 1/28 基地所属機（UH-1N,C-12J,C-130H）通常飛行訓練

実施、パラシュート降下訓練 12：28 約 500ｍと

約3,000ｍから実施、C-130Hは２１時頃まで、急旋回

やタッチア 

ンドゴーを 

繰り返す 

 

 

 

 2/4 6：55 KC-10A 離陸、7：04 C-17A（ハワイ州

パールハーバー・ヒッカム統合基地）離陸、8：02 C-37A

（要人輸送機・星条旗なし）離陸、9：07 UC-35D（米海

兵隊 普天間基地）着陸・9：54離陸-17：13 再来・

18：27 離陸、10：27 C-37A（メリーランド州アンドリ

ュース統合基地）要人輸送機 着陸、10：36 CH-47J

（空自 入間基地）ローパス、 

 

◎ 写真は yokotajoho のブログより 


